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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 786 △35.1 △141 ― △151 ― △168 ―
22年3月期第2四半期 1,212 31.9 9 ― △9 ― △36 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △5,837.05 ―
22年3月期第2四半期 △1,266.96 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 1,886 1,759 93.3 60,648.29
22年3月期 2,065 1,903 92.2 66,669.81

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  1,759百万円 22年3月期  1,903百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00
23年3月期 

（予想）
― 0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,263 0.2 70 2.7 70 33.1 63 ― 2,200.97



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外です。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、
【添付資料】P.3「１.当四半期の連結業績等に関する定性的情報 （３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 29,010株 22年3月期  28,544株
② 期末自己株式数 23年3月期2Q  ―株 22年3月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 28,868株 22年3月期2Q 28,538株



  

  

○添付資料の目次

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 …………………………………………………………………………  2

（１）連結経営成績に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

（２）連結財政状態に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  3

（３）連結業績予想に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  3

２．その他の情報 ……………………………………………………………………………………………………………  3

（１）重要な子会社の異動の概要 ………………………………………………………………………………………  3

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 ……………………………………………………………………  3

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 ……………………………………………………………  3

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 ……………………………………………………………………  3

３．四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………………………………………  4

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………  4

（２）四半期連結損益計算書 ……………………………………………………………………………………………  5

（第２四半期連結累計期間） ………………………………………………………………………………………  5

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………………………  6

（４）継続企業の前提に関する注記 ……………………………………………………………………………………  7

（５）セグメント情報 ……………………………………………………………………………………………………  7

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ……………………………………………………………  9

（７）重要な後発事象 ……………………………………………………………………………………………………  9

株式会社エイチアイ （3846） 平成23年３月期 第２四半期決算短信

1



（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、急速な円高の進行により先行き不透明感が強まっており、依

然厳しい雇用情勢や個人消費の伸び悩みなどにより、景気の先行きは、依然として不透明な状況が続いておりま

す。 

 このような環境の中、当社グループの事業のこれまでの収益の中心であった携帯端末関連市場は、携帯端末の買

い控えならびに買い替え期間の長期化等による国内携帯端末の出荷台数の減少傾向の継続に加え、国内・海外市場

において、スマートフォンのシェアが急速に拡大するなど、市場環境が急激に変化しております。当社グループは

中期的な戦略として、携帯端末の出荷台数に左右されない事業基盤の確立を目指して、携帯端末以外のデジタル家

電機器分野等への事業展開を継続・拡大するとともに、当社グループの有する技術の対価としてデバイスからの収

益獲得のみならずサービス領域からの収益獲得を目指して、継続的なサービス提供への取組みを引き続き強化して

おります。 

 ミドルウェア事業においては、主力製品である「MascotCapsule®」を国内外の携帯端末及び携帯端末向けチップ

への提供を継続し、携帯端末等でユーザーインターフェースの３Ｄ演出を容易に実現できるライブラリィ「3DView 

package™」等の拡張機能の提供も継続しております。また、デジタル家電機器への「MascotCapsule®」の提供も本

格的に開始いたしております。新製品としましては、韓国ネオエムテル社と共同で、２Ｄベクターグラフィックス

と３Ｄグラフィックスをサポートした組込み機器向けUI開発ソリューション「HIVE」（ハイヴ）を開発し、販売を

開始いたしました。その他、組込み機器向けリアルタイム３Ｄ描画エンジン「MascotCapsule® eruption」に３Ｄ

グラフィックスモデルデータから立体視用の画像を自動生成する拡張機能「MascotCapsule® eruptionST」を開発

し、営業活動を開始いたしました。これら営業活動の結果、国内端末メーカー向けに「3DView package™」が新規

採用されました。また、韓国の端末メーカー向においてもアンドロイド搭載スマートフォンに３Ｄ描画エンジン

「MascotCapsule® eruption」が採用されるなど、堅調に推移いたしました。 

 アプリケーション事業においては、中期戦略として取り組んでおります「継続的なサービスによる収益獲得を実

現するビジネスモデルの確立」を進める中で、当社の強みである３Ｄグラフィックスの技術やキャラクターデザイ

ン等を活かし、サービスのプラットフォームに「MascotCapsule®」を活用したアバター関連事業の拡大に注力して

まいりました。コンテンツ分野では、当社の自社パブリッシングブランドであるHIGP（HI Games & Publishing）

において、ペット育成を通じてユーザー間のコミュニケーションにスポットを当てた“Communi-Pets（コミュペッ

ツ）”シリーズの第一弾であるiPhone、iPod touch向けアプリケーション「Ham Touch!」およびiPad向けアプリケ

ーション「Ham Touch! For iPad」の配信を開始いたしました。 

 以上の施策の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は786百万円（前年同四半期比35.1％減）となりまし

た。営業損益につきましては、総費用（売上原価、販売費及び一般管理費）についてのコストダウンの徹底と業務

効率の向上を図り、141百万円の営業損失（前年同四半期は9百万円の営業利益）となりました。経常損益につきま

しては、円高の影響による為替差損10百円が発生した為、151百万円の経常損失（前年同四半期は9百万円の経常損

失）となりました。四半期純損益につきましては、市場販売目的ソフトウエアの一部11百万円を減損損失として計

上した結果、168百万円の四半期純損失（前年同四半期は36百万円の四半期純損失）となりました。 

  

セグメントごとの業績は次のとおりであります。  

  

① ミドルウェア事業 

当第２四半期連結累計期間においては、ミドルウェア事業の中心である国内ライセンス収入は、中期戦略とし

て取り組んでまいりました家電等からのライセンス収入の計上が本格化いたしました。しかしながら、携帯端末

の出荷台数の減少による影響を受けた事に加え、前年同期に収益計上した３Ｄエフェクトライブラリの大型案件

及び大型の受託開発案件といった特殊要因がなくなり、前年同期比で大幅な減少となりました。海外ライセンス

収入については、搭載端末の出荷台数減少および円高の影響で円換算により減少となりました。受託開発案件に

ついては、家電関連のUI受託開発の大型案件が一旦終了し、ライセンス収入へ移行している事から前年同期比で

売上高が減少いたしました。これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は562百万円（前年同四半期比

36.4％減）となりました。営業損益につきましては、外注管理の見直し、有望な研究開発テーマへの絞込み等の

改善を行いましたが、売上高が減少したことにより141百万円のセグメント利益（前年同四半期比58.0％減）とな

りました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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② アプリケーション事業  

当第２四半期連結累計期間においては、サービス領域からの収益獲得の基盤を確立すべく、既存サービスのロ

イヤリティ収入及び運用収益の拡大に注力し、アバター関連のサービス収益が増加いたしました。また、新規顧

客の獲得と既存顧客との取引拡大を目指した営業活動を行い、サービスプラットフォーム受託やサービス開発受

託、ゲームコンテンツ受託において、順調に推移した結果、受注残高が増加しております。これら受注残高につ

いては、収益の計上が第３四半期以降となるため、仕掛品残高91百万円を繰り越すこととなりました。一方、前

年同期に収益計上した通信キャリア向け大型受託案件の特殊要因がなくなり、アプリケーション事業全体では、

前年同期比で大幅な減収となりました。これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は224百万円（前年同

四半期比31.8％減）となりました。営業損益につきましては、売上高が大幅に減少しているものの、昨年実施し

た不採算事業からの撤退によるコスト削減効果の影響で前年同期に比べ改善され35百万円のセグメント損失（前

年同四半期は104百万円の営業損失）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて178百万円減少し、1,886百万円となりまし

た。これは売掛金が335百万円減少したことが主な要因であります。 

 負債については、前連結会計年度末に比べて35百万円減少し、126百万円となりました。これは、未払消費税等

が24百万円、社債が10百万円それぞれ減少したことが主な要因であります。 

 純資産については、前連結会計年度末に比べて143百万円減少し、1,759百万円となりました。これは四半期純損

失の計上による利益剰余金の減少168百万円が主な要因であります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期の通期の連結業績予想につきましては、連結、個別ともに平成22年５月13日に公表しました業績

予想から変更はありません。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 簡便な会計処理 

 ・固定資産の減価償却の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算出する方法に

よっております。  

 ・繰延税金資産及び繰延税金負債の算出方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ一時差異等の発生

状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度で使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 ①資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。 

 これによる損益へ与える影響はありません。  

 ②連結財務諸表に関する会計基準の適用 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の

適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しておりま

す。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。  

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 998,565 902,138

売掛金 171,879 507,171

仕掛品 115,542 44,975

その他 50,147 57,766

貸倒引当金 △6,538 △12,819

流動資産合計 1,329,596 1,499,232

固定資産   

有形固定資産 37,592 35,779

無形固定資産   

ソフトウエア 286,084 302,175

その他 2,521 2,627

無形固定資産合計 288,605 304,802

投資その他の資産 230,373 225,221

固定資産合計 556,572 565,803

資産合計 1,886,168 2,065,036

負債の部   

流動負債   

買掛金 68,775 68,792

1年内償還予定の社債 － 10,000

未払法人税等 5,087 7,837

その他 52,277 75,273

流動負債合計 126,141 161,902

固定負債   

その他 619 110

固定負債合計 619 110

負債合計 126,761 162,013

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,111,758 1,095,740

資本剰余金 859,281 843,262

利益剰余金 △181,415 △12,907

株主資本合計 1,789,624 1,926,094

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △103 298

為替換算調整勘定 △30,114 △23,370

評価・換算差額等合計 △30,217 △23,071

純資産合計 1,759,406 1,903,023

負債純資産合計 1,886,168 2,065,036
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 1,212,483 786,419

売上原価 819,623 558,687

売上総利益 392,859 227,731

販売費及び一般管理費 383,443 369,458

営業利益又は営業損失（△） 9,416 △141,726

営業外収益   

受取利息 467 228

助成金収入 800 308

その他 297 263

営業外収益合計 1,566 800

営業外費用   

支払利息 199 35

株式交付費 － 220

為替差損 20,270 10,729

その他 68 20

営業外費用合計 20,538 11,005

経常損失（△） △9,555 △151,931

特別利益   

貸倒引当金戻入額 4,747 6,278

固定資産売却益 157 －

特別利益合計 4,904 6,278

特別損失   

固定資産除却損 249 253

減損損失 13,556 11,419

特別損失合計 13,806 11,672

税金等調整前四半期純損失（△） △18,457 △157,324

法人税、住民税及び事業税 4,684 2,082

法人税等還付税額 △1,620 －

法人税等調整額 14,635 9,101

法人税等合計 17,699 11,183

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △168,507

四半期純損失（△） △36,157 △168,507
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △18,457 △157,324

減価償却費 59,651 54,547

減損損失 13,556 11,419

受注損失引当金の増減額（△は減少） 369 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,747 △6,278

株式交付費 － 220

受取利息及び受取配当金 △467 △228

支払利息 199 35

為替差損益（△は益） 19,138 1,377

固定資産除却損 249 253

有形固定資産売却損益（△は益） △157 －

売上債権の増減額（△は増加） 197,351 334,800

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,607 △70,567

仕入債務の増減額（△は減少） △38,685 13

未払又は未収消費税等の増減額 24,358 △24,199

その他 △8,625 1,601

小計 248,342 145,667

利息及び配当金の受取額 467 228

利息の支払額 △209 △33

法人税等の支払額 △4,231 △6,168

法人税等の還付額 1,620 4,384

営業活動によるキャッシュ・フロー 245,989 144,078

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △6,038 △6,016

有形固定資産の取得による支出 △2,408 △9,518

有形固定資産の売却による収入 185 －

無形固定資産の取得による支出 △50,183 △43,333

投資有価証券の取得による支出 △57,352 △9,000

その他 738 △47

投資活動によるキャッシュ・フロー △115,059 △67,916

財務活動によるキャッシュ・フロー   

社債の償還による支出 △10,000 △10,000

株式の発行による収入 145 31,816

財務活動によるキャッシュ・フロー △9,855 21,816

現金及び現金同等物に係る換算差額 △13,310 △7,568

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 107,765 90,410

現金及び現金同等物の期首残高 933,784 727,036

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,041,549 817,447
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 該当事項はありません。  

  

  

[事業の種類別セグメント情報]  

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 （注）１．事業区分の方法 

事業は、提供するサービス及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

２．各区分に属する主要な製品 

３．事業区分の方法の変更 

  従来、ミドルウェア事業に含めて表示しておりました「アバター関連事業」の一部については、当第２四

半期連結会計期間より、アプリケーション事業に含めて表示しております。 

  当社は、製品戦略・サービス戦略・営業戦略を同期させ、迅速で柔軟な意思決定を実施する組織体制とす

る為、従来の開発部単位の組織構造を廃止し、事業の戦略単位毎の部門に統合し、マネジメントの強化を図

る目的で、平成21年7月1日付けでの組織変更を行いました。 

当該組織変更に伴い、今後当社が注力していく「アバター関連事業」について、従来、ミドルウェア事

業に含まれる開発部門であった当該事業の一部を、アプリケーション事業に含まれる事業部門へと移管する

事で、より効率的なマネジメントが行われると判断いたしました。 

上記組織変更に伴う一部事業の主管部門移管の結果、今後のアプリケーション事業の実態をより適正に

反映させる目的で、セグメント区分の変更を行ったものであります。  

 この結果、従来の方法に比較して当第２四半期連結累計期間の売上高は、アプリケーション事業が44,330

千円増加し、ミドルウェア事業が44,330千円減少しております。また、営業利益は、アプリケーション事業

が8,630千円増加し、ミドルウェア事業が8,630千円減少しております。 

  また、第１四半期連結累計期間は、従来の方法によっており、変更後の場合によった場合に比べ、売上高

は、アプリケーション事業が805千円少なく、ミドルウェア事業が805千円多く計上されております。また、

営業損失は、アプリケーション事業が21千円多く、営業利益は、ミドルウェア事業が21千円多く計上されて

おります。  

  

[所在地別セグメント情報] 

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
ミドルウェア 

事業 
（千円） 

アプリケー 
ション事業 
（千円） 

計（千円） 
消去又は全社
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高  

(1)外部顧客に対する売上高  883,876  328,606  1,212,483  －  1,212,483

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 18,590  8,938  27,529 (27,529) － 

計  902,467  337,544  1,240,012 (27,529)  1,212,483

営業利益（又は営業損失

（△）） 
 336,111  △104,774  231,336 (221,920)  9,416

事業区分 主要製品 

ミドルウェア事業 
ミドルウェアのライセンス供給、モバイル機器等向けのシステム構築、

開発 

アプリケーション事業 モバイルコンテンツの企画及び開発 
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[海外売上高]  

 前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

  （注）１ 国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２ 本国以外の区分に属する主な国又は地域 

(1)欧州・・・スウェーデン他 

(2)北米・・・アメリカ合衆国 

(3)アジア・・・韓国他 

      ３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

[セグメント情報] 

１．報告セグメントの概要  

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。 

 当社は各事業を統括する組織体制として事業部を設置し、事業活動を展開しております。 

 したがって、当社は事業部を基礎とした事業別のセグメントから構成されており、「ミドルウェア事

業」、「アプリケーション事業」の２つを報告セグメントとしております。 

 「ミドルウェア事業」は、ミドルウェアのライセンス供給、モバイル機器等向けのシステム構築、開発

を行っております。 

 「アプリケーション事業」は、モバイルコンテンツの企画及び開発を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主

な内容（差異調整に関する事項）  

   （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  欧州 北米 アジア 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）  77,934  152,439  22,465  252,839

Ⅱ 連結売上高（千円） －  －  －   1,212,483

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  6.4  12.6  1.9  20.9

  
ミドルウェア 

事業 
（千円） 

アプリケー 
ション事業 
（千円） 

合計 
（千円） 

売上高       

外部顧客への売上高  562,213  224,205  786,419

セグメント間の内部売上高又は振替高  11,578  449  12,027

計  573,792  224,654  798,446

セグメント利益（又はセグメント損失

（△）） 
 141,055  △35,772  105,283

利益 
金額 

（千円） 

報告セグメント計  105,283

全社費用（注）  △247,009

四半期連結損益計算書の営業損失（△）  △141,726
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４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

 「ミドルウェア事業」セグメントにおいて、Mobile 3DGraphics API2.0の開発を中断したことに伴い、

当該資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しました。なお、当該

減損損失の計上は、当第２四半期連結累計期間においては11,419千円であります。  

  

（追加情報）  

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20号 平成20年３月21日）を適用しております。  

  

 該当事項はありません。  

  

   （第三者割当による株式の募集） 

 当社は平成22年11月12日開催の当社取締役会において、第三者割当により発行される株式の募集を行なうこと

について下記のとおり決議いたしました。 

募集の概要 

      ⑪ 前各号については、金融商品取引法に基づく届出の効力発生を条件とする。 

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）重要な後発事業

 ① 申込期日 

 ② 発行期日（払込期日） 

 ③ 発行新株式数（募集株式の数） 

 ④ 発行価格（払込金額） 

 ⑤ 発行価格の総額（払込金額の総額） 

 ⑥ 資本組入額（増加する資本金の額） 

 ⑦ 資本金組入額の総額（増加する資本金の総額） 

 ⑧ 募集又は割当の方法 

 ⑨ 割当先 

 ⑩ 資金使途 

 平成22年11月26日 

 平成22年11月29日 

 普通株式 1,600株 

 １株につき102,111円 

 163,377,600円 

 １株につき51,055.50円 

 81,688,800円 

 第三者割当の方法による 

 株式会社ディー・エヌ・エー  1,600株 

 開発資金（運転資金） 
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